
　
　
　
　 

徹
底
解
剖
！

薩
 

摩

 

能
鳥
追
舟

神
遊
人
気
の
徹
底
解
剖
！
能
シ
リ
ー
ズ
。

能
を
み
る
の
は
初
め
て
と
い
う
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
テ
キ
ス
ト
と
解
説
付
き
で
楽
し
く
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

薩
摩
川
内
の
日
暮
長
者
伝
説
を
も
と
に
し
た
能「
鳥
追
舟
」を
、

神
遊
と
同
世
代
・
喜
多
流
シ
テ
方
の
狩
野
了
一さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
と
ど
け
し
ま
す
。

同
じ
く
郷
土
風
俗
の
鳴
子
を
と
り
い
れ
た
、狂
言「
狐
塚
」も
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

も
っ
と
わ
か
る
能
楽
講
座

能
楽
師
が
自
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
！   
（
約
45
分
）

1  

ス
ト
ー
リ
ー
を
知
る

能「
鳥
追
舟
」の
み
ど
こ
ろ
を
こ
こ
で
チ
ェッ
ク
　
　
観
世 
元
伯

2  

囃
子
解
説

お
な
じ
み
神
遊
の
囃
子
方
メ
ン
バ
ー
が
、能
楽
囃
子
に
つい
て
解
説
・
実
演
し
ま
す
。

3  

装
束
着
付
け
実
演

普
段
は
見
ら
れ
な
い
、能
装
束
の
着
付
け
を
舞
台
上
で
一
部
実
演
解
説
し
ま
す
。

狂
言「
狐
塚
」・
能「
鳥
追
舟
」鑑
賞

今
年
は
豊
作
だ
が
、
鳥
や
獣
が
田
畑
を
食

い
荒
ら
す
の
で
、太
郎
冠
者（
シ
テ
）と
次
郎

冠
者（
ア
ド
）は
主（
ア
ド
）に
命
令
さ
れ
、

田
へ
鳥
な
ど
を
追
い
払
い
に
行
か
さ
れ
る
。

昼
間
は
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
鳴
子
を
振
り

ま
わ
し
て
い
た
二
人
だ
が
、
夕
方
に
な
る
と

狐
が
出
る
と
聞
い
た
の
で
、
心
細
く
な
っ
て

く
る
。日
が
暮
れ
た
ら
そ
こ
で
番
を
す
る
よ

う
に
と
主
が
言
い
つ
け
た
庵
は
狐
塚
の
前

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
へ
主
が
ね
ぎ
ら
い
に

酒
を
持
っ
て
や
っ
て
き
た
が
、
二
人
は
狐
が

化
け
て
出
た
と
思
い
こ
み
、
酒
も
飲
ま
ず
、

あ
ろ
う
こ
と
か
主
人
を
松
葉
で
い
ぶ
り
だ

す
始
末
で
あ
る
。

※
鳴
子（
板
に
細
く
短
い
竹
を
つ
け
、
振
る
と
音

が
鳴
る
よ
う
に
し
た
も
の
）

　薩
摩
川
内（
せ
ん
だ
い
）の『
日
暮
長
者
伝

説
』を
も
と
に
作
ら
れ
た
曲
。

薩
摩
の
国
の
日
暮
殿
は
、
家
に
妻
子
を
残

し
て
訴
訟
の
た
め
に
上
京
し
た
ま
ま
、十
年

も
の
間
帰
っ
て
こ
な
い
。
家
人
の
左
近
尉（
ワ

キ
ツ
レ
）は
、そ
れ
を
よ
い
こ
と
に
主
人
の
妻

（
シ
テ
）と
幼
い
花
若（
子
方
）に
、
舟
に
乗
っ

て
田
の
鳥
を
追
う
こ
と
を
強
要
す
る
。
母

子
は
家
人
に
養
わ
れ
る
身
と
し
て
、
逆
転

し
た
身
を
嘆
き
な
が
ら
も
こ
れ
に
従
っ
て
い

た
。一
方
、
日
暮
殿（
ワ
キ
）は
供
人（
ア
イ
）

を
伴
っ
て
故
郷
に
帰
っ
て
来
て
、
田
に
羯
鼓

や
鳴
子
を
飾
り
た
て
た
舟
が
出
て
に
ぎ
や

か
に
囃
し
て
鳥
を
追
う
様
子
を
懐
か
し
く

眺
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
な
か
に
左
近

尉
を
見
つ
け
、
自
分
の
妻
子
を
酷
使
し
て
い

る
こ
と
を
知
る
と
左
近
尉
を
手
討
に
し
よ

う
と
す
る
。
し
か
し
妻
は
主
人
が
長
い
間

不
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
咎
め
、
日
暮
殿
は
左

近
尉
を
許
し
て
、
そ
の
後
家
は
末
永
く
栄

え
た
の
で
あ
っ
た
。

狂
言 

狐
塚（
き
つ
ね
づ
か
）

能 

鳥
追
舟（
と
り
お
い
ぶ
ね
）

あ
ら
す
じ

平成25年2月11日（月・祝）開演13：30（開場12：30）　宝生能楽堂（水道橋）
全席指定（テキスト込み）　正面SS席 9,000円　正面S席 8,500円　脇正面A席 6,500円
脇正面B席 5,500円　中正面C席 5,000円　学生券（B脇正面席）3,000円(未就学児童入場不可)

一般発売日　平成24年10月10日(水)より  （関東鹿児島県人会連合会とclub神遊会員の優先予約がございます。）

お申込み： チケットぴあ （Pコード424-081） 0570-02-9999　http://pia.jp/t
 カンフェティチケットセンター 0120-240-540  http://www.confetti-web.com/　
 神遊オンラインチケット http://www.kamiasobi.com/
お問合せ： 神遊事務局  TEL&FAX 03-5227-1830  mail＠kamiasobi.com
主催：神遊　特別協力：関東鹿児島県人会連合会　後援：薩摩川内市・薩摩川内市教育委員会
※当日はロビーにて鹿児島物産品の直売がございます。

Kamiasobi
Satsuma Noh

Torioibune

神
遊
第
44
回
公
演

狩野了一
（喜多流シテ方）

森 常好
（下宝生流ワキ方）

山本則孝
（大蔵流狂言方）

観世元伯
（観世流太鼓方）

観世新九郎
（観世流小鼓方）

柿原弘和
（高安流大鼓方）

JR水道橋駅（東口）都営地下鉄三田線水道橋駅（A1出口）
東京都文京区本郷1-5-9　TEL.03-3811-4843（代）

一噌隆之
（一噌流笛方）

能楽師5名（一噌隆之 柿原
弘和 観世新九郎 観世元伯 
観世喜正）が、世代を問わず
能楽を「楽しく」みていただき
たいと1997年から活動してい
るグループです。

「神遊」とは・・・？

（
終
演
16
時
10
分
頃
予
定
）

後
見
中
村 

邦
生

友
枝 

真
也

地
謡

佐
藤 

　
陽

内
田 

成
信

大
島 

輝
久

金
子
敬
一
郎

長
島
　 

茂

友
枝 

雄
人

（
休
憩
20
分
）

シ
テ（
太
郎
冠
者
） 

山
本 

則
孝

シ
テ(

日
暮
殿
北
の
方) 

狩
野 

了
一

ア
イ(

日
暮
殿
の
伴
人) 

山
本 

則
孝

ワ
キ(

日
暮
殿)

　
森
　 

常
好

ワ
キ
ツ
レ（
左
近
尉
） 

舘
田 

善
博

子
方（
花
若
） 

友
枝 

大
風

ア
ド（
主
人
）　
　 

山
本
凜
太
郎

ア
ド（
次
郎
冠
者
） 

山
本 

則
秀

素
囃
子  

花
重
蘭
曲

狂
言  

狐 

塚小
唄
入

能  

鳥
追
舟 は

な
が
さ
ね
ら
ん
ぎ
ょ
く

太
鼓 

観
世 

元
伯

笛
　 

一
噌 

隆
之

大
鼓 

柿
原 
弘
和

小
鼓 

観
世
新
九
郎

笛
　 

一
噌 

隆
之

大
鼓 

柿
原 

弘
和

小
鼓 

観
世
新
九
郎
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